
回答数:101件

Q１．御社では評価への納得度や満足度は高いと思うか? 

全般的には高いと思う 5
どちらかと言えば高いと思う 26
どちらかと言えば低いと思う 54
全般的に低いと思う 12
わからない 4

Q２．評価の実施にあたり、重視している点はどれか（複数選択）

公平性・透明性や公正さ 61
動機付けやモチベーション 60
納得性・信頼関係 60
能力開発・人材育成 56
目標や成果の共有・浸透 52
業績・成果との整合性 45
行動変容 27
その他 1
わからない 1

Q３．どのような評価を実施しているか（複数選択）

成果や業績の評価 96
行動やコンピテンシーの評価 77
能力や適性・特性の評価 35
その他 0
わからない 0

≪Q３で「成果や業績の評価」を選んだ場合≫
Q３-1．成果や業績の評価結果は、何に反映するか（複数選択）

賞与・インセンティブ 93
昇給 60
昇進・昇格・登用・配置 49
その他 3
わからない 0

【日本CHO協会】「評価の実態と課題」に関するアンケート  第1回.2020.04 第2回.2020.06

全般的には高いと思う
5%
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≪Q３で「行動やコンピテンシーの評価」を選んだ場合≫
Q３-２．行動やコンピテンシーの評価結果は、何に反映するか（複数選択）

昇進・昇格・選抜・登用 63
昇給 58
配置・異動 27
賞与・インセンティブ 23
教育・能力開発 16
その他 0
特に何にも反映しない 0

≪Q３で「能力や適性・特性の評価」を選んだ場合≫
Q３-３．能力や適性・特性の評価結果は、何に反映するか（複数選択）

昇進・昇格・選抜・登用 25
昇給 22
配置・異動 22
教育・能力開発 7
その他 1
何も反映しない 0

Q４．直属の上司・上⾧の評価だけでない「多面評価」や「360度評価」を導入しているか

はい 34
いいえ 65
わからない 2

Q５．評価基準は具体的か

かなり詳細に、具体的に示されていると思う 28
大枠だけを定め、具体的内容は本人と上司・
上⾧に委ねている

63
本人と上司・上⾧に委ねている 67
対象層によって分けている 6
その他 0
わからない 0
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Q６．評価の方式は、以下のどれに近いか

あらかじめ評価結果の分布比率を決めている
「相対評価」

37
自身以外の他者の評価結果には影響されない
「絶対評価」

25
対象層や評価の種類により
「相対評価」と「絶対評価」を使い分けてい

38

その他 1
わからない 0

Q７．評価結果の実態として、あてはまるものはどれか（複数選択）   

中心化傾向（真ん中の評価への偏り） 64
部門間の甘辛やバラツキ 59
管理者間の甘辛やバラツキ 55
寛大化傾向（良い評価への偏り） 35
組織の成果や業績と、評価結果の不一致 17
厳格化傾向（悪い評価への偏り） 3
その他 2
わからない 0

Q８．成果や業績を評価するための期間やサイクルは、どうなっているか

1年間 50
6か月間 49
3か月間 1
1か月間 0
1週間 0
その他 1

わからない 0

Q９．成果や業績の評価に応じて、賞与等の支給水準に格差を付けているか

大きく格差を付けていると思う 12
それなりには格差をつけていると思う 66
どちらとも言えない 5
あまり格差はつけていないと思う 16
ほとんど格差はつけていないと思う 2
わからない 0
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あらかじめ評価結果の分布比率を決めている

「相対評価」
37%

自身以外の他者の評価結果には影響されない

「絶対評価」 25%

対象層や評価の種類により

「相対評価」と「絶対評価」を使い分けている
37%

その他 1%

1年間
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49%
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大きく格差を付けていると思う
12%

それなりには格差をつけていると思う
65%

どちらとも言えない
5%

あまり格差はつけていないと思う 16%

ほとんど格差はつけていないと思う 2%

その他:

・評価段階を設定していないので、甘い・辛い等の観点が存在しない。

・かなりNo Ratingに近い制度。

特筆して良いパフォーマーと悪いパフォーマーを特定する程度。
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Q１０．成果や業績の評価に、減給や降格に繋がるようなマイナス査定を取り入れているか

取り入れており、運用している 42
仕組み上は取り入れているが、運用はほとんどされていない（マイナス査定を適用しない）41
取り入れていない 18
わからない 0

Q１１．評価と目標管理/MBOをリンクさせているか

リンクさせている 88
リンクさせていない 6
目標管理/MBOを導入していない 6
わからない 1

≪Q11で「リンクさせている」又は「リンクさせていない」と回答した企業に質問≫
Q１２．評価項目としての成果や業績の数値目標の決定方法は（複数選択）

本人と上司・上⾧の話し合いで決めている 66
予算数値をそのまま適用している 37
上司・上⾧が決めている 21
会社として別途定めている 16
本人の自己申告により決めている 3
わからない 1

≪Q11で「リンクさせている」又は「リンクさせていない」と回答した企業に質問≫
Q１３．目標の「難易度」に対する評価結果への反映方法は

目標設定の段階で難易度を判定し、評価結果に加点等で反映46
評価の段階で難易度も同時に判定し、評価結果に加点等で反映17
加味していない 28
その他 2
わからない 0
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41%
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その他:

・目標設定時に調整しているので、

達成したかしていないかの評価のみ。

・難易度が高い場合は、その目標の評価比重を上げている。
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≪全ての企業に質問≫
Q１４．評価を決めるにあたり、本人と上司・上⾧との面談や1on1の場を設けているか

設けており、活用されている 72
設けてはいるが、あまり活用されていない 22
設けていない 7

Q１５．評価者研修・評価者教育は実施しているか（複数選択）

新任の管理職を対象に実施している 77
評価の仕組みや制度が変わった際には実施している 40
全管理職を対象に、定期的に実施している 20
実施していない 6
その他 1
わからない 0

Q１６．部門間や評価者間のバラツキを是正し、
    公平・公正な評価とするための評価者同士の会議体は開催しているか

開催しており、活用されている 45
開催しているが、形骸化している 30
開催していない 24
わからない 2
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その他:今年は実施したい

設けており、活用されている
71%

設けてはいるが、あまり活用されていない
22%

設けていない 7%

開催しており、活用されている
44%
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30%
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24%

わからない 2%
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Q１７．テレワークを利用する社員の評価について、あてはまるものはどれか（複数選択）

テレワークを利用する場合でも、特に問題はない 47
テレワークを利用する社員と
そうでない社員の評価を平等にできるかが不
安

37

テレワーク利用の場合の
行動目標の立て方や評価方法がわからない

16

テレワークを利用する場合の
評価と給与の連動方法がわからない

11

テレワーク利用の場合の数値目標の立て方がわからない 5
その他 10
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テレワーク利用の場合の数値目標の立て方がわからない

その他

(件)

その他:

・そもそも上記のいずれもテレワークとは関係がない。

・部署・役割による・テレワーク未導入

・テレワークを利用していない

・テレワーク制度がない

・今後、課題が見えてくると考えている。

・テレワークを始めたばかりなので、不明

・これまではテレワーク者がいなかった

・コロナ前はテレワーク対象者が限定的であったため、評価もしやすかったが、今回対象が相当数増えた。

成果が定量的に判断できる部署は問題ないが、定性的なものであれば所属⾧判断となるため、

可視化できる仕組みの導入を検討している。
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